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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
他施設で前立腺生検を受け永久留置型前立腺密封小線源療法Q}pB)目的に紹介となった患者の
病理組織について､当院の泌尿器専門病理医の再評価が治療に与える効果と有効性について検討
した｡
対象は他院で前立腺癌と診断され､当科にPPB目的に紹介となった限局性前立腺癌患者247
名｡他院で施行された全ての前立腺生検スライドは当院の泌尿器専門病理医が再評価を行い､再
評価の結果に基づいて治療方針を決定した｡
247名車100名(40.5%)の患者で病理学的診断が変更された｡6名は悪性所見なしとされた｡
GleasonScore(GS)の変更は94名(38.1%)で行われ､うち77名(81.9%)でGSを高く､(18.1%)で
GSを低く訂正された｡最終的に5名が病理学的再評価にてPPB適応外から適応内へ変更され実
際にPPBを施行された｡逆に25名が適応内から適応外へ変更され､他の治療法を選択された｡
今回の検討では 10%の患者が病理学的再評価にて治療方針を変更された｡今回の検討では前立腺
生検組織の病理学的再評価は治療方針決定において必須であることを示した｡
論 文 審 査 結 果 の 要 冒
本研究は､他施設で前立腺生検を受け永久留置型前立腺密封小線源療法 (PPB)目的に岡山
大学病院に紹介となった 247例の患者の病理組織について､泌尿器専門医の再評価が治療に
与える効果と有効性について検討したものである｡100名 (40.5%)で病理学的診断が変更さ
れ､6名は悪性所見なしとされた｡Gleasonスコアは94名(38.1%)で行われ､うち77名(81.9%)
でスコアを高く､17名 (18.1%)で低く訂正された｡5名がPPB適応外から適応内-変更とな
り､25名が適応内から適応外-変更となった｡単に病理組織学的リポー トの集計による報告
であり､治療後の臨床的な評価はいっさいなく今後の臨床的な意義の確認が必要との指摘が
あったが､前立腺生検組織の病理学的再評価が治療方針決定に重要であることを示した点は1
評価できる｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
